
▲大獅子、雌獅子、中獅子
３匹が濃紺、赤と黄、青色に統一され
た衣装を身につける。たてがみは白を
含んだ２色を垂らす（大獅子以外）。顎
下の水引幕は鋸

きょし
歯模様と牡丹の柄。

◀花子は造花を立てた花笠を被り、女
子が務める。

▲中獅子、雌獅子、大獅子
雌雄で衣装が異なる。たてがみは色
の濃淡がみられ、毛量が多い。水引
幕は青地に菊花紋。
▶菊花紋付きの花台に、菊の造花と
紙の飾り花を立てる。花子は女子が
務める。

▲大獅子、中獅子、雌獅子
白、青、赤の上衣に袴は同じものを履く。た
てがみは刷毛塗りされている（大獅子以
外）。水引幕は波模様に諏・訪・社の文字。
◀三つ巴紋の花台に、御幣・榊・紙の
飾り花を立てる。花子を男子が務める。

　八は
ち
ま
ん幡
神
社
の
獅
子
舞

〔
日
程
〕
10
月
14
日
、
15
日

〔
場
所
〕
津つ

く

ね
久
根
の
八
幡
神
社

〔
由
来
〕
江
戸
時
代
の
享
保
年

間
（
１
７
１
６
〜
３
６
）
に
、

津
久
根
村
で
行
わ
れ
て
い
た
操

り
人
形
芝
居
と
、
成
瀬
村
の
諏

訪
神
社
の
祭
礼
で
舞
っ
て
い
た

獅
子
舞
を
交
換
し
て
始
め
ら
れ

た
と
伝
わ
る
。

〔
演
目
〕
①
注し

め連
（
七
五
三
）

掛が
か

り
②
四し
ま
く幕
抱だ

き
③
花
掛
り

〔
演
者
〕
津
久
根
獅
子
舞
保
存

会
　住す

み
よ
し吉
神
社
の
獅
子
舞

〔
日
時
〕
10
月
15
日

〔
場
所
〕
麦む
ぎ
は
ら原
の
住
吉
神
社

〔
由
来
〕
薄
す
す
き

村
（
秩
父
郡
小
鹿

野
町
両
神
薄
）
の
諏す

わ訪
神
社

に
奉
納
さ
れ
て
い
る
獅
子
舞

「
竹
た
け
の
た
い
ら
平
の
獅
子
舞
」
（
町
指

定
）
を
、
熊
次
郎
と
長
助
と
い

う
二
人
の
師
匠
が
住
吉
神
社
に

伝
授
し
た
と
伝
わ
る
。

〔
演
目
〕
①
四し
ほ
う
が
か

方
掛
り
②
花
掛

り
③
飛と
び
ぬ抜
け
④
雌め
じ
し
が
く

獅
子
隠
し
⑤

一ひ
と

つ
花は
な

〔
演
者
〕
麦
原
獅
子
舞
保
存
会

　東ひ
が
し
や
ま山
神
社
の
獅
子
舞

〔
日
時
〕
11
月
25
日
、
26
日

〔
場
所
〕
上う
え
の
い
っ
く

野
一
区
の
東
山
神
社

〔
由
来
〕
室
町
時
代
に
、
多
門
寺

住
職
教
伝
が
秩
父
地
方
か
ら
習
得

し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
当
神
社
は

多
門
寺
の
旧
境
内
社
で
、
明
治
期

に
当
地
に
移
さ
れ
改
称
さ
れ
た
。

〔
演
目
〕
①
宮
参
り
②
す
っ
こ
み
　

③
花
掛
り
（
雌
獅
子
隠
し
）
④
棹さ
お

（
竿
）
掛
り
⑤

願
獅
子

〔
演
者
〕
上
野

獅
子
舞
保
存
会

▲中獅子、雌獅子、大獅子
雌雄で袴の色が異なる。長いたてが
みが特徴で、大獅子以外は２色を垂
らす。水引幕は鋸歯模様と梅鉢紋。
▶花子は女子が務める。梅鉢紋付き
の花台に、紙の飾り花を立てる。

　梅う
め
そ
の園

神
社

の
獅
子
舞

〔
日
時
〕
10
月
21
日
、
22
日

〔
場
所
〕
小こ
す
ぎ杉
の
梅
園
神
社

〔
由
来
〕
飯
能
市
の
三み

わ輪
神
社
に

奉
納
さ
れ
て
い
る
獅
子
舞
「
高た
か
や
ま山

の
獅
子
舞
」
（
市
指
定
）
か
ら
の

伝
授
と
伝
わ
る
。

〔
演
目
〕
①
庭
摺
り
②
一
つ
回
り

③
三
つ
回
り
④
雌
獅
子
隠
し
⑤
白し

ら

刃は〔
演
者
〕
梅
園
獅
子
舞
保
存
会

昨年度、文化庁補助金（地域文化財総合活用推進事業）の交付を受けて、衣装や用具類を修理・新調しました。
※獅子舞奉納の詳細については、越生町HP「越生の獅子舞」をご覧ください。

保存会員衣装、笛の新調花子、蠅追い、獅子用衣装の新調

獅子頭、太鼓、水引幕の修理 軍配、面、法螺貝の新調

越生浪漫
No.176
来て見て

越生の獅子舞

▲花子 ▲花子
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Pick up

おごせ教育　９月１日（金）は「防災の日」で、本
校でも地震と火災を想定した避難訓
練を行いました。また、埼玉県議会が
参加を働きかけていたシェイクアウ
ト訓練に登録し、県内一斉防災訓練
に参加しました。児童は、地震発生の
放送を聞くと、すばやく机の下にもぐ
り、頭を守る行動をしていました。

　８月2９日（火）シェイクアウト
訓練を兼ね、大規模な地震を想定
した避難訓練を行いました。災害
は、いつやってくるかわかりませ
ん。今回の訓練を通じて、災害時
にとるべき基本的な行動の仕方
を改めて学びました。

おごせっ子広場
　町内の小中学校や町の行事等に
参加する子どもたちを写真で紹介す
るコーナーです。

越 生 中 学 校

　９月５日（火）に避難訓練を行いま

した。避難訓練では、避難する方法を

確認することができました。また、西

入間広域消防組合越生分署と越生女

性消防団の方の指導を受けながら、

煙体験と消火体験を行いました。

梅 園 小 学 校

ズームイン教育309

越生保育園

「あそびの中から

　　　　学んでいます」

子
ど
も
主
体
の
行
事
の
中
で

た
く
さ
ん
の
体
験
を

し
て
い
ま
す
。

　
０
歳
児
か
ら
２
歳
児
は
落
ち
着

い
た
環
境
の
中
で
、
ゆ
っ
た
り
と

一
日
が
過
ご
せ
る
よ
う
に
個
々
に

合
っ
た
保
育
。
３
歳
児
以
上
の
ク

ラ
ス
で
は
、
生
活
や
あ
そ
び
の
中

か
ら
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
経
験

し
、
自
分
で
考
え
て
行
動
で
き
る

よ
う
な
環
境
作
り
に
取
り
組
み
、

芝
生
の
園
庭
、
円
形
の
園
舎
で
子

ど
も
達
が
毎
日
元
気
に
過
ご
し
て

い
ま
す
。

　
越
生
保
育
園
で
は
、
子
ど
も
た

ち
が
身
近
な
地
域
社
会
の
文
化
や

伝
統
に
興
味
を
持
て
る
よ
う
、
越

生
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て
７
月
に
保

育
園
ま
つ
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
保
育
園
に
あ
る

大
き
な
太
鼓
を
出
す
と
目
を
輝
か

せ
て
太
鼓
を
観
察
。
叩
い
て
み
る

と
大
き
な
音
に
驚
き
な
が
ら
も
太

鼓
の
感
触
を
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　
保
育
園
ま
つ
り
当
日
、
子
ど
も

た
ち
は
自
分
で
作
っ
た
お
面
を
か

ぶ
り
、
保
育
士
の
お
囃
子
に
合

わ
せ
て
身
体
を
自
由
に
動
か
し
た

り
、
手
拍
子
を
し
て
参
加
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
年
長
児
は
「
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
せ
。
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

せ
！
」
と
小
さ
い
ク
ラ
ス
の
友
だ

ち
に
声
を
か
け
、
お
店
屋
さ
ん
が

開
店
し
た
こ
と
を
知
ら
せ
て
い
ま

し
た
。

　
お
店
屋
さ
ん
の
た
め
に
年
長
児

は「
ど
ん
な
商
品
を
売
り
た
い
か
」

「
ど
ん
な
お
店
屋
さ
ん
を
や
り
た

い
か
」
と
考
え
た
り
、「
お
ま
つ

り
で
は
、
ど
ん
な
お
店
が
あ
っ
た

の
か
」
等
体
験
し
た
こ
と
を
思
い

出
し
、
発
表
し
た
り
し
な
が
ら
準

備
し
て
き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
考
え
た

り
、
工
夫
し
た
り
、
友
だ
ち
と
の

や
り
取
り
や
異
年
齢
児
と
の
交
流

等
、
行
事
を
通
し
て
経
験
し
、
よ

り
豊
か
な
体
験
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

越 生 小 学 校
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